
問
い
合
わ
せ　
農
村
環
境
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３
／
秘
書
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
９

身
近
な
生
き
も
の
に
み
ん
な
注
目
！
丹
波
篠
山
い
き
も
の
48（
Ｔ
Ｓ
Ｉ
48
）

　

毎
年
市
内
の
小
学
６
年
生
を
対

象
に
、
身
近
な
生
き
も
の
に
対
す

る
認
識
や
愛
着
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
守
り
た
い
生
き

も
の
を
た
ず
ね
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
豊
岡
市
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
新
潟
県
佐
渡
市
の
ト
キ

の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
こ
そ

い
ま
せ
ん
が
、
少
し
前
ま
で
は

日
本
の
ど
こ
で
も
身
近
だ
っ
た

生
き
も
の
た
ち
が
今
も
多
く
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
当
た
り
前
に
い
る

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
や
ド
ジ
ョ
ウ

も
、
全
国
的
に
は
絶
滅
が
心
配

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
は
身
近
に
い
る
生
き
も
の
で

も
、
気
付
い
た
と
き
に
は
い
な

く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
目
を
向
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
丹
波
篠
山
い
き
も
の
48
」は
、

そ
ん
な
身
近
に
暮
ら
す
多
種
多
様

な
生
き
も
の
た
ち
の
豊
か
な
個
性

と
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
た
め

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　

生
き
も
の
た
ち
の
豊
か
な
個

性
と
つ
な
が
り
の
こ
と
で
す
。
地

球
上
に
３
０
０
０
万
種
い
る
と

さ
れ
る
生
き
も
の
に
は
、
一
つ
一

つ
に
個
性
が
あ
り
、
全
て
直
接
、

間
接
的
に
支
え
合
っ
て
生
き
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
類
も
生
き
も
の
で
あ

り
、
他
の
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の

と
つ
な
が
り
、
支
え
ら
れ
て
生
き

て
い
ま
す
。
生
物
多
様
性
の
恵
み

を
受
け
て
、
は
じ
め
て
私
た
ち
は

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

生
物
多
様
性
っ
て
？

市
の
鳥
が
決
定
！

多
紀
小
の
ヒ
ー
ロ
ー
決
定
！

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
思

い
を
大
切
に
、
よ
り
多
く
の
方
に

自
然
や
生
き
も
の
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

＼昨年度の結果／
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　当たり前にいる身近な生きものたちが、美しい農村景観や私たち
の暮らしを支えています。
　身近な生きものに注目した学校や市の取り組みを紹介します。

小
学
生
の
守
り

た
い
生
き
も
の

目
を
向
け
よ
う
！

身
近
な
生
き
も
の

ツバメ
ゲンジボタル

カワセミ

　

一
連
の
成
果
を
、
学
習
発
表
会

で「
Ｔ多

Ｋ紀

Ｈ
ヒ
ー
ロ
ー

選
抜
総
選
挙
」と
し

て
発
表
。
投
票
で
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
、
オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
、
ニ
ホ
ン

イ
シ
ガ
メ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ー
ロ
ー
を
親
し
み
や
す
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
す
る
活
動
も
行

い
、
児
童
が
考
え
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
、
地
域
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

垣か
き

内う
ち

敬け
い

造ぞ
う

さ
ん
に
イ
ラ
ス
ト
化
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
多

紀
地
区
の
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
、
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
を
入
口
に
環

境
学
習
や
環
境
を
守
る
取
り
組
み
、�

Ｓエ
ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

に
つ
い
て
考
え
行
動
す

る
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
文
：
多
紀
小
学
校
）

　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
校
区

を
代
表
す
る
生
き
も
の
を「
学
校

の
ヒ
ー
ロ
ー
」と
し
て
掲
げ
、
豊

か
な
自
然
環
境
や
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
す
る
心
を
育
む
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

多
紀
小
学
校
で
は
、
ヒ
ー
ロ
ー

が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

昨
年
度
の
４
年
生
が
環
境
学
習
の

一
環
で
、
ヒ
ー
ロ
ー
を
決
め
る
取

り
組
み
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

篠
山
東
雲
高
等
学
校
の
生
徒
た

ち
と
川
の
生
き
も
の
を
調
査
し
た

り
、
地
域
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
り
し

て
、
校
区
の
生
き
も
の
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
「
自
然
が
豊
か
」と
は
、
同
じ
生

き
も
の
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で

は
な
く
、
多
様
な
生
き
も
の
が
良

い
バ
ラ
ン
ス
で
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
守
り
た
い
生
き
も
の
や

学
校
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
市
の
鳥
を
大

切
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
と

つ
な
が
り
、
支
え
合
っ
て
い
る
生

き
も
の
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
あ
な
た
の
身
近
に
ど
ん

な
生
き
も
の
が
い
る
の
か
、
知
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

カ
ワ
セ
ミ
は
、
飛
ぶ
宝
石
と
言

わ
れ
て
い
て
、
清
流
に
す
む
美
し

い
鳥
で
す
。「
源
流
の
ま
ち
丹
波
篠

山
」を
象
徴
す
る
鳥
で
す
。
護
岸

の
土
を
掘
っ
て
巣
を
作
る
こ
と

や
、
餌
と
な
る
小
魚
が
住
め
る
水

辺
環
境
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
市

が
進
め
る「
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く

り
」の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
幸
せ

の
青
い
鳥
、
見
か
け
た
ら
う
れ
し

い
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

川
辺
を
散
策
さ
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
た
び
、「
市
の
鳥
」に
ツ
バ
メ

と
カ
ワ
セ
ミ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ツ
バ
メ
は
、
田
植
え
期
の
田
園

を
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
躍
動
感

を
感
じ
さ
せ
る
そ
の
姿
は
、
農
都

丹
波
篠
山
市
の
将
来
像
に
ふ
さ
わ

し
い
鳥
で
す
。
家
の
軒
先
に
巣
を

作
る
姿
に
は
親
し
み
が
あ
り
、
懸

命
に
餌え

さ

を
運
び
子
育
て
す
る
姿
か

ら
は
、
命
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
選
定
の
際
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
益え

き

鳥ち
ょ
うで
も

あ
り
、
子
育
て
の
た
め
に
ふ
る

さ
と
へ
帰
っ
て
く
る
姿
は
、
市
の

施
策『
住
も
う
帰
ろ
う
運
動
』の
イ

メ
ー
ジ
に
も
合
っ
て
い
る
」と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

オオサンショウウオ
観察中★

ニホンイシガ
メ

オオ
サン

ショ
ウ
ウ
オオ

ヤ
ニ
ラ
ミ

「丹波篠山のいきものたち」
市役所・図書館で好評配布中！

保全活動に
使える補助金
のご案内

ツバメ

カワセミ
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問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
予
防
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
８

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
２

問
い
合
わ
せ　
市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６

令
和
３
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験
案
内

大
雨
災
害
へ
の
備
え
を
！

６
月
６
日
～
12
日
は「
危
険
物
安
全
週
間
」

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
相
談
回
数

を
一
人
年
１
回
か
ら
２
回
に
変
更

（
推
進
標
語
）　

事
故
ゼ
ロ
へ

ト
ラ
イ
重
ね
る　
ワ
ン
チ
ー
ム

と
　
き

８
月
７
日（
土
）＝
①
甲
種
第
４

類
、
②
乙
種
第
１
類
～
第
７
類

８
月
８
日（
日
）＝
①
甲
種
特
類
、

②
甲
種
第
１
類
～
第
３
類
お
よ
び

第
５
類

と
こ
ろ　
兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高

等
学
校

申
請
期
間

書
面
申
請
＝
６
月
21
日（
月
）～
７

月
１
日（
木
）

電
子
申
請
＝
６
月
18
日（
金
）～
28

日（
月
）

詳
し
く
は
、（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
請
場
所

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

兵
庫
県
支
部

提
出
方
法　
郵
送
、
持
参
ま
た
は

電
子
申
請

※�

郵
送
は
申
請
期
間
最
終
日
の
消

印
有
効
。

※�

持
参
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
９
時
～
17
時
。

※�

電
子
申
請
は
申
請
開
始
日
の
９

時
か
ら
申
請
最
終
日
の
17
時
ま

で（
24
時
間
対
応
）。

※�

消
防
本
部
で
は
、
受
け
付
け
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

願
書
の
配
布　
丹
波
篠
山
市
消
防

本
部（
郵
送
ま
た
は
持
参
用
）

※�

県
下
各
消
防
本
部
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
軽
油
を
入

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

（
１
）農
機
具
の
燃
料
と
し
て
軽
油

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
軽
油
を
保
管
し
、
運

搬
す
る
場
合
は
、
軽
油
用
ポ
リ

容
器
か
金
属
製
携
行
缶
に
入
れ

て
く
だ
さ
い

（
２
）灯
油
用
ポ
リ
容
器
と
軽
油
用

ポ
リ
容
器
の
違
い

①�

灯
油
用
ポ
リ
容
器
は
、
灯
油
を

入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
消
防
法

で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合

し
た
赤
色
ま
た
は
青
色
の
容
器

　

西
日
本
を
中
心
に
、
広
範
囲
で

被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
30
年
７

月
豪
雨
。
市
内
で
は
、
過
去
に
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
、
各
所
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
自
然
の
脅
威
が
、
い

つ
私
た
ち
を
襲
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
身
の
回
り
に
ど
の
よ
う
な

危
険
が
あ
る
の
か
を
事
前
に
確
認

し
、
防
災
気
象
情
報
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
被
害
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
改

め
て
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
雨
に
よ
る
災
害

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で

す
。
大
雨
が
原
因
で
、
山
や
崖

の
斜
面
が
軟
ら
か
く
な
り
、
崖
崩

れ
、
地
滑
り
、
土
石
流
な
ど
の
土

砂
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
川
の
水
が
急
に
増
水
す
る

な
ど
、洪
水
に
も
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
、
気
象
の
変
化
や
防
災

に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
す
。

土
砂
災
害
へ
の
備
え

　

山
の
多
い
日
本
で
は
、
土
砂
災

害
が
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
と
、
す
さ
ま
じ
い
破
壊

力
で
一
瞬
に
し
て
多
く
の
命
や
財

産
な
ど
が
奪
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
崖
崩
れ
、
地
滑
り
、
土

石
流
な
ど
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、

多
く
の
場
合
、
何
ら
か
の
前
兆
現
象

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

崖
崩
れ
の
前
兆
現
象

〇
崖
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

〇
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る

〇
崖
か
ら
濁
り
水
が
湧
き
出
る

地
滑
り
の
前
兆
現
象

〇�

地
面
が
ひ
び
割
れ
た
り
陥
没
し

た
り
す
る

〇
崖
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

〇
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

〇
樹
木
が
傾
く

土
石
流
の
前
兆
現
象

〇
山
鳴
り
が
す
る

〇�

急
に
川
の
水
が
濁
り
、
流
木
が

混
ざ
り
始
め
る

〇�

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る

　

こ
う
し
た
前
兆
現
象
に
気
付
い

た
ら
、
周
囲
の
方
に
も
知
ら
せ
、

い
ち
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　事前登録しておけば、緊急情報などをメールで知らせ
てくれます。
ホームページにアクセス➡トップページの「⇒かんたん登
録はこちら！」をクリックし、空メールを送信➡受信した
メールに書かれているホームページアドレスを押す

丹波篠山デカンショ
防災ネット

　兵庫県および県内の市町から、「避難に関する情報」などの
緊急情報や、地震、津波、気象警報などの防災に関するさ
まざまな情報を利用者の方々に提供するサービスです。
※丹波篠山デカンショ防災ネットの情報もお知らせします。

ひょうご防災ネット
アプリ

　災害時には、市
ホームページの雨
量観測システムを
チェックしてくだ
さい。

丹波篠山市雨量
観測システム

（一財）消防試験
研究センター
ホームページ

で
、「
灯
油
用
」と
表
示
さ
れ
て

い
ま
す

②�

軽
油
用
ポ
リ
容
器
は
、
軽
油
を

入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
消
防
法

で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
し

た
緑
色
の
容
器
で
、「
軽
油
用
」

と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
３
）軽
油
用
ポ
リ
容
器
や
金
属
製

携
行
缶
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
消

防
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に

適
合
し
た
も
の
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い

金
属
製
携
行
缶

（
ガ
ソ
リ
ン・軽
油
）

軽
油
用
ポ
リ
容
器

（
緑
色
）

灯油用ポリ容器
（赤色または青色）

　

ま
た
、
平
日
の
日
中
は
仕
事
が

あ
る
方
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外

出
や
面
談
相
談
が
不
安
な
方
、
そ

の
他
の
事
情
で
来
所
が
困
難
な
方

な
ど
も
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ

う
、
夜
間
の
電
話
に
よ
る
無
料
法

律
相
談（
17
時
30
分
〜
20
時
）も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

面
談
相
談
と
併
せ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

無料法律相談日程
日　程 場　所 時　間
  2日（水）

丹波篠山
市民センター

13：30
〜 15：30

  9日（水）
16日（水）
23日（水）

　

今
年
度
か
ら
、
無
料
法
律
相
談

の
相
談
回
数
を
、
一
人
年
１
回
か

ら
２
回
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
回
の
相
談（
30
分
）

で
は
相
談
時
間
が
足
り
な
い
、
継

続
し
て
相
談
を
し
た
い
、
複
数
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
、
と
の
ご

要
望
を
受
け
て
、
相
談
回
数
を
年

２
回
に
増
や
す
も
の
で
す
。

電話無料法律相談日程（夜間）
日　時 17日（木）　17：30〜 20：00

※予約は６月16日（水）まで。

6月日程表（要予約）
※予約受け付けは5月24日（月）9時から。

※�７月以降の相談日程は、市広報の「施設情報・相談」のページ
をご覧ください。
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問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
６

子
育
て
世
帯
を
応
援�

子
育
て
応
援
補
助
金
・
住
ま
い
の
新
築
・
改
修
・
購
入
を
補
助

　

市
で
は「
定
住
促
進
重
点
地
区

（
畑
・
日
置
・
後
川
・
雲
部
・
福
住
・

村
雲
・
大
芋
・
西
紀
北
地
区
）」に

お
住
ま
い
の
子
ど
も
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
子
育
て
を
応
援

す
る
た
め
、
定
住
促
進
重
点
地
区

子
育
て
応
援
補
助
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

※�

子
育
て
世
帯
定
住
支
援
補
助
金
の
申

請
受
け
付
け
は
５
月
中
旬
ご
ろ
、
保

育
料
補
助
金
の
申
請
受
け
付
け
は
、

12
月
下
旬
ご
ろ
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
・
定
住

を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
を
新
築
・

改
修
・
購
入
す
る
場
合
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
右
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
申
請
は
必
ず
工
事
着
工

前
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

次
の
３
つ
の
区
分
は
併
用
で
き

ま
す
。

※�「
若
者
・
子
育
て
世
帯
」と
は
、

交
付
申
請
時（
事
業
完
了
時
）

に
40
歳
以
下
で
配
偶
者
の
あ
る

方
、
ま
た
は
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
を
扶
養
す
る
方
。

　

市
内
商
工
業
者
の
販
売
促
進
、

市
内
各
家
庭
の
生
活
支
援（
子
育

て
世
帯
の
生
活
支
援
）お
よ
び
消

費
喚
起
を
目
的
と
し
て「
丹
波
篠

山
市
ワ
ク
ワ
ク
都
市
ク
ー
ポ
ン

券
配
布
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

配
布
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

（
５
月
１
日
時
点
）

配
布
時
期　
６
月
下
旬
配
布
開
始

※
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

使
用
期
間　

７
月
１
日（
木
）～

９
月
30
日（
木
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た

企
業
者
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
を

支
援
す
る
目
的
で
、
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
ま
す
ま
す
ご
活

躍
い
た
だ
け
る
よ
う
、
販
売
促

進
活
動
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
セ
ー

ル
な
ど
を
行
う
際
の
広
告
に
要

す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

〇�

中
小
企
業
基
本
法
に
規
定
す

る
中
小
企
業
者

〇�

中
小
企
業
者
で
構
成
す
る
法

人
も
し
く
は
団
体

〇
そ
の
他
市
長
が
特
に
認
め
る
者

※�

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ

と（
別
途
、
条
件
あ
り
）。

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

合
計
額
の
３
分
の
２
以
内
で
上

限
10
万
円（
１
０
０
０
円
未
満
の

端
数
切
り
捨
て
）

補
助
回
数　

１
中
小
企
業
者
に

つ
き
１
回
限
り

補
助
対
象
経
費　
広
告
印
刷
費
、

広
告
デ
ザ
イ
ン
費
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
に
係
る
動
画
制
作

費
、
新
聞
広
告
掲
載
費
、
折
込

広
告
費
、
通
信
運
搬
費
、
ラ
ジ

オ
広
告
放
送
料

※�

経
費
は
外
部
発
注
に
要
す
る

費
用
で
す
。

※�

事
業
は
12
月
31
日
ま
で
に
完

了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

補
助
金
の
交
付
決
定
の
前
に
実

施
し
て
い
る
事
業
は
対
象
外
。

※�

公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
事
業
活

動
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

募
集
件
数　
市
の
予
算（
２
千
万

円
）の
範
囲
内
で
先
着
順

申
込
期
間　

６
月
１
日（
火
）〜

９
月
30
日（
木
）（
予
算
に
到
達
次

第
締
め
切
り
）

申
し
込
み
方
法　
市
役
所
本
庁
、

各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
右
記

に
申
し
込
み（
持
参
に
限
り
ま

す
。
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
）

※�

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
店
舗　

市
内
の
登
録

店
舗
で
の
み
利
用
可
能（
登
録
店

舗
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

利
用
可
能
店
舗
の
募
集

申
込
書
を
実
行
委
員
会
へ
提
出

※�

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

丹
波
篠
山
市
ワ

ク
ワ
ク
都
市
ク
ー
ポ
ン
券
配
布

事
業
実
行
委
員
会（
右
記
内
）

ふるさとの貴重な動植物� ヤマフジ（マメ科）
　5～ 6月に里山でみるフジの花の色は、藤色と称して薄紫色である。しか
し、市内の山でも希

まれ

に白い花のフジを見ることがある。これがヤマフジである。
ヤマフジは花の房も短く地味である。よく見る薄紫色の野生のフジは、正確
にはノダフジと言い、つるが左巻き（Ｓ字巻き）だが、ヤマフジは右巻き（Ｚ字
巻き）なので、花がなくてもつるの巻き方で区別できる。ちなみに、つる性植
物の右巻き、左巻きの表現は難しくて、つるを下から見るか、上から見るか
で反対になり、図鑑も混乱している。ヤマフジも以前は左巻きとされていた。
最近はつるを正面から見て斜め右上になっているのをＺ字巻き、斜め左上の
場合をＳ字巻きと称するようになっている。

問
い
合
わ
せ　
商
工
振
興
課
☎
５
５
２
‐
０
１
０
０

丹
波
篠
山
市
ワ
ク
ワ
ク
都シ

テ
ィ
ー市
ク
ー
ポ
ン

販
売
促
進
支
援
事
業
補
助
金

5,000円18歳以下4 4

の方
1人あたり （500円分×10枚）

3,000円19歳以上4 4

の方
1人あたり （500円分×6枚）

市内工務店利用型
対象者　市内事業者が施工する工事により
住宅を新築・改修する若者・子育て世帯
対象事業　100万円以上の改修、1,000万円
以上の新築
補助額　改修10～ 30万円、新築30万円
※�丹波篠山産材を使用した新築・改修は仕
入れ価格相当（上限6万円）を加算。

定住促進重点地区型
対象者　定住促進重点地区（畑・日置・後川・
雲部・福住・村雲・大芋・西紀北）で住宅を
新築・改修・購入する若者・子育て世帯
対象事業　100万円以上の改修・購入、
1,000万円以上の新築
補助額　改修・購入10～ 50万円、新築50
万円

三世代同居型
対象者　新たに三世代同居・近居を目的に住宅を新築・
改修・購入する若者・子育て世帯
対象事業　100万円以上の改修・購入、1,000万円以
上の新築
補助額　改修・購入10～ 20万円、新築20万円
※市外からの三世代全員転入の場合は20万円を加算。
※�近居…三世代が同一自治会内で居住すること。転居
先が転居前と同じ自治会になるものは対象外。

保育料補助金
対　象　申請時に重点地区内に住民
登録があり、保育園・認定こども園
に在園している0～ 2歳児の保護者
※�国の幼児教育・保育の無償化対
象の子は対象外。
補助金額　保育料の相当額（減免な
どがある場合は減免後の保育料の
額）、上限月額17,500円
※�当該年度に右記「子育て世帯定住支
援補助金」の交付を受けている場
合、当該補助金額を差し引いた額。
補助要件　市税の滞納がないこと
申請方法　保育園などを通じ送付
された申請書類に記入し、返送

子育て世帯定住支援補助金
対　象　申請時に重点地区内に住
民登録がある未就学児、小学1・4
年生、中学生、高校生の保護者
※�保育園などに在園する未就学児
で国の幼児教育・保育の無償化
対象の子は対象外。

補助金額　子ども一人あたり年額
30,000円
※�当該年度に左記「保育料補助金」
の交付を受けている場合、当該
補助金額を差し引いた額。

補助要件　市税の滞納がないこと
申請方法　対象世帯に郵送された
申請書類に記入し返送

児童手当現況届を提出してください� 社会福祉課☎552-7101

　児童手当を受給されている方は、６月に「児童手当現況届」（６月１日時点の扶養状況）の提出が必要です。

現況届の提出がないと、６月以降の手当が受給できなくなります。

　提出が必要な方には、５月末に現況届に関する書類を送付しますので、必要書類を添付の上、６月末ま

でにご提出ください。

※平成15年４月２日以降に生まれた方が対象。

篠山自然の会
兵庫県生物学会
樋
ひ

口
ぐち

清
きよ

一
かず

さんの協力
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